
４ 航空機騒音度調査の結果

（１）航空機騒音度調査の結果

今回の航空機騒音度調査の結果 従前の住宅防音工事対象区域今回の航空機騒音度調査の結果、従前の住宅防音工事対象区域

（第一種区域）の基となった昭和５７年度の評価と比べ

・１日の標準飛行回数の減少（２０４回→１８２回）

主力機の機種変更に伴う騒音値の減少（Ｔ ３３→Ｔ ４）・主力機の機種変更に伴う騒音値の減少（Ｔ－３３→Ｔー４）

以上の結果等から航空機騒音コンタ が縮小となる結果となり以上の結果等から航空機騒音コンターが縮小となる結果となり

ました。



航空機騒音コンター図



（２）航空機騒音度調査結果の検証（２）航空機騒音度調査結果の検証

南関東防衛局で実施した航空機騒音度調査結果は 音響 専南関東防衛局で実施した航空機騒音度調査結果は、音響の専

門家からなる航空機騒音コンターの妥当性を検証する委員会に

お そ 作成 などを審議 ただ た結 適おいて、その作成過程などを審議していただいた結果、適切で

あるとの評価をいだきました。
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